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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 評価意見 

本研究課題の主目的は、多重環境下における精密物性測定技術を開発し、また、そのよう

な物質を探索することにより、新物質相の発見とそれに関する知見を深めることである。物

質作製と物性測定及び理論グループ間との緊密な連携が有効に機能しており、それを可能に

した研究代表者のリーダーシップは高く評価できる。学術面においては、重い電子系におい

て、従来は競合するものとみなされてきた磁性秩序相と超伝導相が協奏するという概念を前

面に出し、それを様々な物質で実証したことは特筆できる。当グループは、本研究課題の開

始以前から当該研究において数多くの成果を挙げてきたが、本研究課題においても期待通り

の研究が進展したといえる。 

 


